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   We have experienced 6 cases of fracture of the penis between 1974 and 1984 at our 

department. The patients were between 19 and 36 years old. The penis was swollen and 

distorted by a subcutaneous hematoma but no complications, such as urethral bleeding, pain 

of miction and urinary retention, were seen in any case. Operation was performed on all 

patients and no sequelae were seen after treatment. We reviewed 282 cases of fracture of 
the penis reported in the Japanease literature between 1934 and 1984. A brief review on 

cause, age, symptoms, complications and sequelae were discussed. 
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緒 言

陰茎折症とは,勃 起陰茎に鈍的外力が加えられ,陰

茎海綿体白膜が断裂することにより生じる陰茎の損傷

である.従 来,比 較的まれな疾患とされていたが,近

年その報告例は増加してお り,1982年 平澤 ら1)の集計

まで231例 の報告を数えるに至っている.わ れわれは,

1974年か ら1984年 までのll年 間に,6例 の本症を経験

したのでこれを報告す るとともに,平 澤らの集計以後

の報告例に自験例を加えた282例 に 関し,若 干の文献

的考察を加えた.

症 例

症例1;M.1。31歳

家族歴:特 記すべきことはない

既往歴:特 記すべきことはない

現病歴:受 診当日,早 朝勃起時,排 尿しようとして

陰茎を左上方へ引き上げたところ,"ポ キッ"と いう

音とともに疹痛を感 じ,以 後しだいに陰茎は腫脹,暗

紫色を呈してきたため当科を受診し,入 院となった.

排尿障害,血 尿などは認められなかった.

局所所見1陰 茎前部腹側および,中 央部右側に血腫

形成を認めたが,白 膜断裂部は触知されなかった.

手術所見:腰 椎麻酔下,陰 茎海綿体右側中央部に横

走する約1cmの 断裂部を認 め,こ れを カットグー

トで縫合した.

経過:術 後5日 目,早 朝勃起を認め,陰 茎の腫脹は

徐々に消槌し,第ll病 日退院 した.
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症 例2=H.S.34歳

家 族 歴:特 記 す べ き こ とは な い

既 往 歴=特 記す べ き こ とは な い
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現病歴:受 診当日,早 朝勃起中,子 供が陰茎上に飛

び乗って きたさい,陰 茎が``ポ キw"と い う音を発

し,以 後,腫 脹,変 色 してきた.軽 度疹痛があった

が,排 尿障害,血 尿などは認められなかった.

局所所見:陰 茎は根部より約2cm遠 位 で,右 側

に屈曲してお り,左 側根部から包皮に至る皮下血腫形

成が認められた.

白膜断裂部は触知されなかった.手 術所見:腰 椎麻

酔下,陰 茎左側根部に認められた約1cmの 白膜断

裂部を,デ キソンで縫合した.

経過:術 後6日 目,早 朝勃起を認め,8日 目退院と

なった,

症例31S.T.31歳

家族歴:特 記すべきことはない

既往歴:特 記すべきことはない

現病歴:受 診当日,早 朝勃起時,陰 茎を用手的に押

したところ,節 が抜けるような音がして,し だいに腫

脹 してきた.排 尿は正常であり,血 尿も認められなか

った.

局所所見:陰 茎は根部より右側に屈曲し,左 側に皮

下血腫を認めたが,白 膜断裂部 は触知 されなかった

(Fig.1).

鷹

Fig.1

手術所見:腰 椎麻酔下,陰 茎海綿体根部右側にみら

れた横走する約1cmの 断 裂を,デ キソンにて縫合

した.

経過:術 後経過良好で,9日 目に正常な勃起を認

め,13日 目退院となった.

症例4=HJ.24歳

家族歴:特 記すべ きことはない

既往歴:特 記すべきことはない

現病歴=受 診当日,早 朝勃起時,陰 茎を用手的に下

方へ圧迫したところ"ボ キッ"と い う音とともに陰茎

は左方に屈曲し,し だいに腫脹 してきたため某医を受

診,手 術目的のため当科に入院となった.排 尿障害,

疹痛,血 尿は認められなか った.

局所所見;陰 茎は左方に屈曲,腫 脹いちじるしく暗

紫色を呈していた.

手術所見=腰 椎麻酔下,陰 茎海綿体根部右側に認め

られた横走する約1.5cmの 断 裂を,デ キソンにて

縫合した.

経過:術 後,勃 起は正常に認められ,経 過良好で,

第10病 日に退院となった.

症例5:H.A,lg歳

家族歴:特 記すべきことはない

既往歴:特 記すべきことはない

現病歴=当 科受診20日 前,柔 道中(非 勃起時)陰 茎

を打撲,そ の後しだいに陰茎左側が腫脹 してきたため

某医を受診,保 存的に治療していたが効果はなく,手

術目的のため当科に入院となった.疹 痛,排 尿障害,

血尿などは認められなかった.

局所所見=陰 茎は右側に屈曲し,腫脹,暗 紫色を呈し

ていたが,白 膜断裂部は触知されなかった(Fig.2).

手術所見1腰 椎麻酔下,陰 茎海綿体白膜の左側根部

に横走する約1cmの 断裂部を認め,こ れを デキソ

ンにて縫合した.

経過:入 院中に正常勃起を認め,術 後13日 目に退院

した.

症例6:M.T.36歳

家族歴:特 記すべきことはない

既往歴:特 記すべきことはない

現病歴:当 科受診前日,早 朝勃起時に子供が陰茎上

に飛び込んで きた.陰 茎は"ボ キッ"と いう音を発

し,し だいに腫脹,暗 紫色を呈してきたため某医を受

診,翌 日,手 術目的のため当科に入院 となった.軽 度

痙痛があったが,排 尿障害,血 尿などは認められなか

った,

局所所見1陰 茎は 全体に腫脹,暗 紫色 を呈し左側

に屈曲 して いた.白 膜断裂部 は触 知 されなかった
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手術所見:腰 椎麻酔下,陰 茎海綿体白膜根部右側に

認められた約2cmの 白膜断 裂部をデキ ソンにて縫

合した.

経過:術 後2日 目より早朝勃起を認め,な んら後遺

症もなく,第12病 日に退院した.

考 察

陰茎折症とは,陰 茎外傷のひとつの病型で,勃 起状

態にある陰茎に鈍的に外力が加えられることにより,

海綿体白膜,と きに海綿体に断裂をきたし,陰 茎の変

形,屈 曲,腫 脹を生 じるものと定義されている・ 井

上2)は,陰 茎外傷を開放性損傷,閉 鎖性損傷,お よび

特殊型の3型 に分類してお り,本 症はその発症が勃起

時であるということを考慮し,陰 茎転移,陰 茎絞約,

陰茎切断とともに,特 殊型に分類 している.ま た,本

邦における報告例は,1934年,長 谷川ら3)が"所 謂陰

茎骨折症"と して報告した症例に始まり,1972年 の伊

集院ら4),1974年 の河島ら5)の 集計を経て,1976年 に

郷ら6)が115例 を,1981年 には甲斐 ら7)が180例 を集録

し,1983年 に平澤らが231例 を集計している.わ れわ

れは,平 澤らの報告231例 にその後の報告45例 および

自験例6例 を加えた282例 を今回集計しえたのでこれ

について観察をおこなった.(Tab[e1)

1.発 症年齢の分布

本症は,そ のほとんどが勃起時に発症するため,性
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Table1.本 邦症 例(平 澤 ・ほ か の報 告 よ り続 く)

報告例 報告者 年度 年齢 発生原因 断裂部位 断裂長 治療法 予後

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

石田

落司 ・ほか

桜井

高村 ・ほか

〃

調ヒヰ寸 ・1ま カ・

〃

〃

〃

田宮 ・ほか

小金丸

芝 ・ほか

徳原 ・ほか

牛 山 ・ほか

陳 ・ほか

〃

金 重 ・ほ か

浦 ・ほ か

〃

〃

水野 ・ほか

深水 ・ほか

泉 ・ほか

〃

〃

箕田 ・ほか

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1976

1978

1979

1981

57性 交中

50性 交中

??

?

〃 〃

1981

〃

〃

〃

1981

1981

1982

1982

1982

1982

〃

1982

1982

〃

1982

1982

1982

1982

〃

〃

1982

〃

〃

〃

〃

〃

〃

高 橋 ・ほ か1983

1ヒ川 ・ほ か1983

藤 末 ・ほ か1983

中 本 ・ほ か1983

宮 崎 ・ほ か1983

〃 〃

石 井 ・ほ かT983

〃 〃

奥 ネ「}。Cまカs1984

百 瀬 ・ほ か1984

〃〃

自験例

〃

〃

〃

〃

〃

1984

〃

〃

〃

〃

〃

31

娼
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11)

器

ll

:1

:l
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36

?

〃

用手的

自慰中

性交中

性交中

用手的

7

寝返り

寝返り

性交中

用手的

〃

用手的

性交中

寝返り

自慰中

性交中

用手的

机に衡突

排尿時

用手的

外傷(非勃起時)

性交中

自慰中

寝返り

自慰中

性交中

自慰中

性交中

転倒

寝返り

自慰中

寝返り

寝返り

性交中

又は用手的

用手的

用手的

排尿時

寝返り

運転中

排尿時

子供が飛び乗る

用手的

用手的

柔道中(非勃起時)

子供が飛び乗る

前部1cm

中央部?

??

??

〃

根部

根部

根部

中央部

中央部

?

中央部

?

前部

中央部

根部

根部

根部

中央部

根部

中央部

根部

～

7

?

前部

中央部

?

中央部

前部

中央部

根部

中央部

中央部

根部

中央部

根部

根部

前部

中央部

根部

根部

中央部

?

?

中央部

根部

根部

根部

根部

根部

〃

1cm

lcm

2cm

?

1.5cm

?

1.2cm

7

2㎝

?

?

1cm

1.8㎝

0.9cm

2.5cm

1㎝

1cm

?

?

?

1～2mm

?

?

?

?

1cm

1.5cm

1㎝

1.5cm

1.5cm

1.5c冊

2.7cm

1.5cm

?

?

1.5cm

lcm

1.2cm

?

?

1cm

lcm

lcm

1.5cm

lcm

2cm

手術 勃起正常

手術 勃起正常

7?

?

〃

手術

手術

手術

保存的

手術

?

手術

保存的

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

保存的

手術

保存的

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

手術

?

〃

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

7

勃起正常

勃起正常

勃起正常

?

7

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

?

?

勃起力低下

勃起正常

勃起正常

勃起正常

?

?

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

治癒

治癒

勃起正常

勃起正常

勃起正常

治癒

治癒

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常

勃起正常
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成熟 期 でか つ性 活 動 の盛 ん な年 代 に 高 頻 度 に 発 症 して

い る,す な わ ちTable2に 示 す ご と く,記 載 の あ き

らか な266例 の うち,20歳 代 が114例(42.9%)を,30

歳 代 が89例(33.5%)を 示 し,両 者 を 合 わ せ る と全体

の約76%を 占 め て い る.ま た 最 年 少 例 は,1983年 に北

村 ら8)が 報 告 した,自 慰 中に 発 症 した14歳 の 少 年 で あ

り,い っぽ う最 年長 例 は,66歳 の症 例 で1983年 に 宮 崎

ら9)が報告 して い る.

Table2.年 齢 分 布

年齢 症例(%)

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

計

不 明

16(6.0)

114(42.9)

89(33.5)

28(10.5)

12(4.5)

7(2.6)

266(100)

16

合計 282

Table3.発 症 原 因

1481

勃起時に海綿体白膜は伸展 し,そ の厚さは非勃起時の

1/4～1/8に な ることを,ま た石井13)らは,陰 茎血流量

が,7～8倍 に増加することがその原因であると述べ

ている.

3.発 症部位および断裂部の長さ

断裂部位はTable4に 示すごとく,明 記されてい

る225例 中前部23例(10.2%o),中 央部86例(38.2%)J

根 部116例(51.6%)と,根 部中央部に圧倒的に多く,

両 者を合わせると全体の約90%に お よんでいる.こ の

理由について大熊ら!4)は,勃 起陰茎に無理な外力が加

わった場合,陰 茎根部を支持している陰茎提靭帯を支

点として陰茎が強 く屈曲 するため,陰 茎海綿体白膜

は,根 部において断裂することが多いと述べている.

Tab星e4.白 膜 断裂 部 位

部位 症例(%)

前部

中央部

根部

計

不明

23(10.2)

86(38.2)

116(51.6)

225(100)

57

合計 282

原因 症例(%)

勃起時

用手的

性交中

寝返り

自慰(類似行為)

転倒

他の外力

非勃起時

計

勃起不明

112(42.7)

48(18.3)

38(14.5)

17(6.5)

8(3.1)

31(11.8)

8(3.1)

262(100)

20

合計

Table5.断 裂 部 の長 さ

断裂長 症例(%)

1cm未 満

1～2cm

2cm以 上

9(5.5)

127(77.9)

27(16.6)

計 163(100)

282

2.発 症 原 因

Table3に 示 す ご と く,用 手 的 に 勃 起 陰 茎 に 外 力

を加 え た場 合 に発 症 した と して 報 告 され て い る症 例

が,ll2例(42.7%)と 大 半 を 占め てい るが,こ の な

か に は 自慰,あ る い は,そ の類 似 行 為 に よ り生 じた も

のが,多 分 に 含 まれ て い る もの と思 わ れ る.自 慰 に よ

る もの と明記 され て い る もの は17例(6.5%)に す ぎ

ず,こ れ は 患 者 が そ の蓋 恥 心 の た め真 実 を述 べ なか っ

た こ とに 由来 す る と思 わ れ る.ま た,性 交 時 の発 症 頻

度 を み る と欧 米 では,CreecyandBeazlielo)は21・1

%,Mcaresli)は1/3に 認 め た と報 告 して い る が,本

邦 で は282例 中48例(18.3%)と,欧 米 に 比較 し低 率

であ る.

本症 が勃 起 時 に 発 症 す る こ とに つ い てRedii2)は,

断裂部の長さをみると(TabIe5),そ の長さが記

載されていた163例 中Icm未 満9例(5.5%)1～2

cml27例(77.9%),2cm以 上27例(16.6%)と1

～2cmの 症例が80%弱 を 占めているが,こ れは手術

時の所見であり,非 観血的に治癒 しえた症例の多くは

断裂長Icm未 満 の軽症例に属するものと思われる.

4.症 状

本症は,局 所の落痛,腫 脹,変 形および変色を主症

状とするが,特 微的なことは受傷 した瞬間に生 じる白

膜の断裂音であり,約90%に おいて聴取されるといわ

れている.疹 痛は,鈍 痛程度のものから,激 痛のあま

りショック状態に陥いるもの まで ある とされて いる

が,時 間の経過とともに軽減することが多い.ま た,

受傷後ただちに勃起は消裾 し,つ いで皮下血腫の形成

にともない,陰 茎は腫脹,変 色し,断 裂側を凸として

蛮曲する.発 症早期には白膜断裂部は触知されるとい

われているが,腫 脹,血 腫の増大により,受 診時には
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触知困難であることが多い.さ らに,鄭 らは本症の約

6%に 尿道損傷を合併すると述べているが,こ れをと

もなえば尿道出血,排 尿困難,尿 閉,血 尿などを生じ

る,

Table6.治 療 法

治療法 症例(%)

保存的療法

手術的療法

計

不明

28(10.3)

243(89.7)

271(100)

11

合計 282

5.治 療(Table6)

治療 法には,保 存的療法,観 血的療法があ り,そ の

選択については,諸 家の一致 しないところであるが,

本邦においては,そ の約90%に 観血的療法が施行され

てお り,本 症の治療の主流 となっている.

Jaliu15),Antonyl6)ら は,保 存的療法 のみで充分

であるとしているが,Meares]i)は 保存的療法のみの

場合には,10%程 度に断裂部の搬痕形成に よる勃起時

の陰茎の変形,疹 痛,勃 起不全,性 交困難などの後遺

症を残すと報告 しており,ま た河島ら5)は,1)診 断

の確定,2)治 療 日数の短縮3)陰 茎の変形防止,

4)イ ンポテンツの防止,5)手 術手技が容易である

などの理由か ら,積 極的に観血的療法をおこなうべき

であると述べている.わ れわれは,自 験例に対し観血

的療法をおこない,な んら後遺症を残すことなく好結

果を得た.よ って,極 軽症例を除き,受 傷後早期に手

術的療法をおこなうが良策であると考える.

結 語

過去lI年 間に経験した陰茎折症の6例 を報告すると

ともに,自 験例を加えた本邦282例 を集計し,合 わせ

て若干の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は,第190画FI本 泌尿器科学会東北地方会に

おいて発表 した
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